
❁E-O-D（早期若年発症の認知症）❁

Friendship Cafe

問い合わせ先
若年性認知症支援コーディネーター田中 ☏0465-42-1630（曽我病院）

主催：小田原・箱根・真鶴・湯河原の一市三町若年性認知症を考える会
協力：箱根町地域包括支援センター

●認知症の人を介護していたご家族からのお話

●交流会

【参加方法】事前申し込み制
申し込み先 箱根町福祉課
☎０４６０（８５）７７９０

2023年3月6日(月)
10:00～12:00
会場：箱根町役場

住民ホール

認知症のあるご本人・ご家族・携わっている
皆様の交流の場です。介護をしているご家族の
話を聞けたり、自身の体験を話す場もあります。
関心がある方ならどなたでもご参加頂けます。
皆様の参加をお待ちしています。

参加費：無料
体調が優れない時は参加をお控えください
マスク着用・消毒にご協力をお願い致します
感染状況により急遽中止となる場合があります









令和5年 2月22日(水) 湯本仲町集会所

申し込み お問い合わせ

箱根町地域包括支援センター

☎ 85-3002まで
お気軽にどうぞ!

ふらっと相談会

健康寿命を延ばそう！
簡単運動教室

運動教室：14：00～15：30 *定員15名、事前申し込みが必要です。

相談会 ：14：00～16：00

【町の保健と介護予防の一体化事業】

講師：デンマークイン小田原

作業療法士 渡辺 智和氏

継続は力なり！



近年大きな災害が増えている中、箱根町でも台風19号の被害を受けるなど、いつ身近で災害が起こるかわからない状況と
なっています。
今回実施した避難所運営シミュレーションゲームHUGは避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれた
カードを避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こりうる様々な出来事に
どう対応していくかを模擬体験するゲームです。配慮をしながら部屋割りを考えたり、生活空間の確保、その他様々な出来事
に対して思いのまま意見を出し合って話し合いながらゲーム感覚で学ぶことができるため、誰でも参加することができます。
いざという時、助けがいつ来るかわからない最悪の事態となった場合、地域のみなさんで助け合い避難所の運営をするこ
とも考えられます。
大変な時こそ相手への思いやりや地域での助け合いが必要です。社会福祉協議会では災害についての知識と福祉の気持ち
を持ってほしいとの考え、より身近に災害について考えるきっかけとして箱根町総務防災課のご協力のもとシミュレーショ
ンゲームで体験型の災害講座を実施しました。
第１回目として実施した今回は、地域の自治会長さんや民生委員さん等にご参加いただき、様々な意見を出し合いました。
「実際に被害を想定しながら体験型で考えられるので、参加者からはイメージが湧きやすく日頃気づかない様々な問題に気
づくことができた」などの感想を頂き、とても良い講座となりました。
子どもから高齢者まで、町民の皆さまと箱根町の地域の防災について意見を出し合い考えることはとても大切な機会だと
思います。
これから起こる災害に備え日頃から話し合うことで、いざという時にみんなで同
じ意識を持ち協力しあえる、そんな地域を目指し、今後も継続して実施をしていき
たいと考えていますので、少しでもご興味のある方はお気軽に社会福祉協議会まで
ご連絡ください。

体験型災害講座体験型災害講座

みなさん真剣です！

2023年２月１日発行第 号137
編集◦発行

社会福祉法人　箱根町社会福祉協議会
〒250-0311 箱根町湯本855
電 話　0460–85–9000
ＦＡＸ　0460–85–6888
e-mail　hakosha-vc@poem.ocn.ne.jp
ホームページURL　https://hakone-shakyo.jp/

問い合わせ先
社会福祉法人箱根町社会福祉協議会
０４６０ー８５ー９０００

担当：曽我

みんなで楽しむ！！クリスマスコンサート♪
令和４年12月23日（金）に仙石原文化センターにて、「みんなで楽しむ！！クリスマスコン

サート♪」を開催しました！！
長いコロナ禍で、みんなで集まるイベントは久しぶりでした。素敵なピアノの演奏、綺麗

な音色のベル、フルート、アルトサックス、可愛く元気の出るダンスなど、楽しさと元気を
もらいました
今回のクリスマスコンサートは、「誰でも参加できる」「誰でも参加しやすい」をテーマに、

ピアノやベル、ダンスなどを通じて、みなさんが住む地域の中で、生まれた国、性別、年齢
や障がいの有無など、自分とは異なる個性を知り、誰もが楽しめたらいいなぁと思い小田原
短期大学さん、（社福）宝安寺社会福祉事業部ほうあん第一しおんさん、箱根町社会福祉協議
会のコラボで企画を実施しました☆
私たち、箱根町社会福祉協議会はどんな個性がある人もお互いを知って、お互いの素敵な

ところを認め合い、お互いの弱さを助け合って、これからも生活していけるような地域を目
指して、楽しい企画を実施していきたいと思います！！
楽しみに待っていてくださいね～♪



匿　　名　 10,000円

関水晴彦　様 10,000円

匿　　名 3,000円

匿　　名 10,000円

匿　　名 10,360円
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日常生活自立支援事業とは？

成年後見制度とは？

～ご寄附の紹介～

住民の皆様よりいただいたご寄附を紹介いたします。

いただいたご寄附については、有効かつ適切に使用さ

せていただきます。ご協力に心よりお礼申し上げます。

支援内容
①福祉サービス利用援助
福祉サービスの利用に関する情報の提供・相談・申し込み・契約のお手伝
い、苦情解決制度の利用手続きなど。
②日常的金銭管理サービス
福祉サービスや医療費の利用料金、税金や保険料、公共料金、家賃の支払
い手続きや年金や福祉手当の受領に必要な手続きなど。
③書類等預かりサービス
年金証書、預貯金通帳などの書類の預かり。

上記のお問い合わせについてはこちらまで、お気軽にご相談下さい。
箱根町社会福祉協議会
０４６０ー８５ー９０００　　　　　　　担当：山本

高齢や障がいによって、一人では日常生活に不安のある方が安心して生
活が送れるように、箱根町社会福祉協議会と本人が契約に基づいて、高齢
者や障がいのある方等の権利擁護を図ることを目的とした事業です。

認知症や障がいなどにより、判断能力が十分ではない方が、必要な契約
を結べなかったり、自身に不利益な契約を結んでしまったりする場合に備
えて、家庭裁判所が選んだ成年後見人、保佐人、補助人が、本人に代わっ
て福祉サービスの利用契約などを行ったり、不動産や預貯金などの財産管
理をする仕組みです。
成年後見制度には、法定後見制度と任意後見人制度の２つの制度があり
ます。

上記のお問い合わせについてはこちらまで、お気軽にご相談下さい。

箱根町地域包括支援センター　　０４６０ー８５ー３００２

　12月３日から９日は、障がい者福祉に関心を持っていただ
くための「障害者週間」と定められています。箱根町手をつ
なぐ育成会の主催により今年もワークショップとミニコンサー
トが開催されました！
　箱根町役場本庁舎住民ホールにて干支の絵手紙作りと、大
正琴のミニコンサートが行われ、今年も沢山の人が集まりま
した

〇令和４年12月５日（月）～12月９日（金）「絵画展示」
〇令和４年12月７日（水）「絵画ワークショップ」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師：日向野祥子さん
〇令和４年12月８日（木）「大正琴ミニコンサート」
　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：福井　真澄さん

絵画ワークショップ&ミニコンサート

個性溢れる作品

大正琴のミニコンサート♪

～箱根町社協！フードドライブ！～～箱根町社協！フードドライブ！～

そんな食品達を無駄にしてしまうことなく、活用できる制度が「フードドライブ」です。
フードドライブとは、家庭や職場で余っている食べ物を寄付する活動です。
寄付して頂いた食品は必要としている世帯の方や団体の方にお渡しします。

◎缶詰（肉、魚、野菜、果物）
◎インスタント食品、レトルト食品
◎乾麺
◎菓子類
◎飲料（コーヒー、お茶）
◎冷凍食品

×冷蔵品
×生鮮食品
×お惣菜、お弁当
×アルコール
×ペットフード
×賞味期限が２ヶ月以内のもの
×開封済みのもの

上記の食品で、未開封であり、包装や外装が破損していないもので、賞味期限が２ヶ月
以上のものをお持ち下さい。ご理解、ご協力をお願い致します。

受付窓口：箱根町社会福祉協議会
住　　　所：箱根町湯本855（旧湯本中学校内）
電話番号：０４６０ー８５ー９０００　　　　　　　担当：山本

ご協力頂きました皆様、どうもありがとうございました!!

箱根町宮城野女性会　様

公益社団法人　小田原青年会議所　様

また個人や団体で寄付を下さった皆様方

箱根町社会福祉協議会では、引き続きフードドライブを実施しています。

皆さんのご家庭、職場で眠っている食料品はありませんか？

　　　　　「もったいない」を「ありがとう」に変えるチャンスです！

お持ちいただきたい食品 こちらはお受けできません…ごめんなさい！

たくさんあるので
おすそわけしたい 食べきれず

もったいない
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～“たすけあい”“ささえあい”のご協力をお願いいたします～

箱根町の募金の活用例箱根町の募金の活用例
集まった募金は、このように様々な取り

組みに活用されています。

箱根町社協においては、次の事業に活用しています
（令和4年度予算額　2,320,000円）

◦児童福祉に関する事業
◦障がい児者福祉に関する事業
◦高齢福祉に関する事業� 495,000円

◦生活困窮者支援・災害見舞金等
◦災害ボランティアセンターの整備
◦福祉ボランティアの育成・促進
◦ボランティアグループの活動助成�

635,000円

◦ボランティア講座の開催
◦社会福祉大会の開催等福祉の普及啓発� 22,000円
◦地区社協、サロン等への助成等�

868,000円
◦地域福祉に関する事業
◦小中学生のいる低所得世帯への年末慰問金の配分� 300,000円
�

合計　2,320,000円

～募金ってどのようにつかわれるの？～
ご協力いただいた寄附金は、神奈川県共同募金会を通じて、

「じぶんの町を良くするしくみ」として、主に箱根町の社会福
祉活動に使われています。

その他、寄付者様のご寄付の使い道の意向に沿って、高齢者福祉とし
て敬老祝い品事業や、ボランティア団体への助成費用や、生活困窮者に
関する支援等、たすけあい・ささえあいのきもちを「じぶんの町を良く
するしくみ」として、箱根町の福祉活動に活用されています。

広域計画として神奈川県内の福祉施設
整備費や、災害時の準備金等

地域計画として主に箱根町の福祉事業
� （社協が実施）

赤い羽根募金

年末たすけ
あい募金

住民の「憩いの場」サロン活動や、福祉
活動を行う地区社協の活動支援など

高齢者に関する福祉事業や、児童に関す
る福祉事業など

ボランティアの育成や活動助成、福祉教
育や災害時のボランティア活動費など

障がい児者に関する事業や、災害時の支
援、生活に関する困りごとの支援など

共同募金にご協力いただき共同募金にご協力いただき
　　　ありがとうございました　　　ありがとうございました
今年度も皆さまのご協力を得て「赤い羽根共同募金」並びに「年末たすけあい募金」
を行ったところ、多くのご寄附をいただきましたのでご紹介いたします。

【赤い羽根共同募金】【赤い羽根共同募金】

【年末たすけあい募金】【年末たすけあい募金】

赤い羽根共同募金
1,275,779円

1,528,718円

2,804,497円

年末たすけあい募金

合計

（令和４年12月31日現在）

湯本地域自治会、温泉地域自治会、宮城野地域自治会、仙石原地域自治会、箱根地域自治会、さがみ信用金庫（湯本支店、宮城野支店、仙石原

支店）、箱根湯本郵便局、箱根宮ノ下郵便局、箱根強羅郵便局、芦之湯郵便局、仙石原郵便局、宮城野郵便局、箱根町郵便局、JAかながわ西湘

箱根支店、スルガ銀行箱根支店、横浜銀行箱根湯本支店、函嶺白百合学園小学校、函嶺白百合学園中・高等学校、湯本小学校、箱根の森小学校、

仙石原小学校、箱根中学校、仙石原文化センター祭り、星槎大学、箱根温泉供給、早雲寺、権現からめ餅、奈可むら、仙石高原開発、奥箱根観光、

堂畑造園工務所、勝俣組、セントラル、広和建設、勝俣光絵、上野工務店、箱根瓦斯石油、湘南温泉土地合資会社、太原、小田原箱根観光小田

原湯本カントリークラブ、はつ花、浜松屋、魚七、勝俣博之、箱根温泉旅館ホテル協同組合、箱根神社、箱根美掃、内藤電機、芦ノ湖テラス、

小田急リゾーツ箱根ハイランドホテル、勝俣工務店、つちや歯科医院（土屋俊彦）、中條房子（福よし）、山、ふじ美容室、ぽん太、ユトリロ、

勝俣裕一、上田雅貴、尾泉内科医院（尾泉博）、むつみ会、ストービー百代、箱根町職員親和会、箱根町消防職員親和会� （敬称略）

湯本地域自治会、温泉地域自治会、宮城野地域自治会、仙石原地域自治会、箱根地域自治会、中條房子（福よし）、箱根湯寮、奈可むら、

箱根瓦斯石油、内藤電機、仙郷楼、箱根温泉供給、昭栄社、昭電社、魚七、早雲寺、ユトリロ、権現からめ餅、箱根清掃公社、西電工、

広和建設、孝創建築事務所、神静建設、仙石高原開発、下村隆雄、フィッシングショップノザキ、上野工務店、太原、ちもと、セントラル、

勝俣組、芦ノ湖グリーンハウス、箱根金湯苑、ホテル南風荘、富士箱根交通宮ノ下営業所、つちや歯科医院（土屋俊彦）、田崎吾郎、

勝俣工務店、箱根温泉旅館ホテル協同組合、箱根美掃、箱根神社、甘酒茶屋、芦ノ湖テラス、神奈川パークス、箱根町職員親和会、

箱根町消防職員親和会� （敬称略）

令和４年度令和４年度
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３週連続の講座として小田原市社会福祉協議会と共催でボ

ランティアいちから講座を実施しました。

この講座はボランティアに興味があるけど何から始めたら

いいのかわからない。そんな方々にボランティア活動を始め

るきっかけになって頂きたいと、今回企画をしました。

１日目は車いすユーザーの方のお話を聞き、２日目は実際

に車いすに乗ってみんなで街を歩くなど実践的な車いす講座

になりました♪

３日目の講座では、最近身近に取り上げられることの多い

発達障がいについてわかりやすく詳しく話を聞くことができ、

はじめの一歩としてとても良い経験だったなどの感想も頂き

ました。

ご参加、ご協力頂いた皆

様、本当にありがとうござ

いました

今後も継続して実施する

予定なので、ご興味のある

方はぜひお申し込みくださ

い。

『ボランティアいちから講座』を実施しました！『ボランティアいちから講座』を実施しました！

レインボーは箱根町より業務委託を受け、箱根町社会福祉協議会が運営している箱根
町唯一の障がい者通所施設です。
障がいを抱えている方々が自分らしく日常生活を営み楽しむためや、将来やりたいこ
とに向けてステップアップのためなど、それぞれのニーズに合わせ通所されています。
活動内容は、刺子ぞうきん製作、手すきハガキ、イラスト作成などの手工芸、その他
箱根町から委託された公園清掃（月２回）などを実施し、これらの活動で得た収入全て
を、ご利用者へ工賃としてお支払いしています。
また、作業以外では卓球やバドミントンなどのスポーツレクリエーション、パステル
画、読み聞かせ、ゲーム、音楽等のレクリエーション日も設け（月３～４回）気分転換
や楽しみの時としています。
通所日数や通所時間、レクリエーション参加などは利用者さんの希望に添って決めて
いるので無理なく通所できるようになっています。
対象は、各種障がいの認定を受けている方、または障がい福祉サービスを利用してい
る方です。まずは下記までお気軽に、ご連絡ご相談ください。

箱根町地域活動支援センター「レインボー」
ご利用者募集中（まずは見学を）

利用日時　　平日　午前10時から午後３時まで
　　　　　　土・日・祝日・12月29日から１月３日はお休みです。
場　　所　　箱根町総合保健福祉センターさくら館１階
　　　　　　　箱根町宮城野881番地の１
問合わせ　　８２-２２５２
　　　　　　箱根町地域活動支援センター　　担当　新開まで

デイサービスでは、季節の行事を大切にしています。秋祭り
や、焼き芋大会など、利用者様に楽しんでいただきたい！でも、
職員だけではちょっと手が足りない…そんな時「いつでも声か
けてね」とヘルプに応えて下さるボランティアの方々に助けら
れています。
感染症が流行し、福祉施設では外部の方の支援をお断りせざ
るを得ない状況が続きました。まだ流行はおさまっておりませ
んが、ボランティアの皆様には当日の検温や体調観察、消毒や
マスク着用の徹底などのご協力をいただき、活動をお願いして
います。
いつもお帰りの際に「また呼んでね」の一言がとてもありが
たく、心強く感じます。これからもどうぞご協力をお願いいた
します。そして、施設でのボランティア活動にご関心のある方
は、ぜひ社会福祉協議会までお問い合わせください。

デイサービス通信デイサービス通信

ボランティアさんに教わりながら、
染め物にチャレンジ！

「初めてやるわ！」と秋祭りで綿菓子作り
を手伝って下さいました。

日　程 内　容 講　師

1
11月４日（金）
13:30～15:30

「車いすについて」
実際に車イスを利用されて
いる方のお話を聞き、さら
に車イスの操作方法につい
て学びます。

車イス利用者
神奈川県西地区
リハビリテーション協議会

2
11月11日（金）
13:30～15:30

「車いす体験」
実際に車イスに乗り街歩き
を体験します。

神奈川県西地区
リハビリテーション協議会

3
11月18日（金）
13:30～15:30

①「発達障がいについて」
発達障がいの特徴や関わり
方について学びます。

神奈川県発達障害者
支援センターかながわA

エース

②「座談会」 社会福祉協議会職員

※下記の日程で実施しました。

学び橋挑戦中！ 発達障がい講座

車いすユーザーさんのお話♪


